


食
料
、
食
生
活
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
答
え

た
り
、
農
林
水
産
行
政
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
特
別
展

示
」
を
行
な
っ
た
り
し
て
、
消
費
者
の
農
業
や

農
政
へ
の
理
解
を
促
そ
う
と
開
設
さ
れ
た
。
現

在
、
相
談
員
二
人
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
二
人
、
企

画
担
当
二
人
。
ほ
か
に
、
全
国
七
カ
所
の
地
方

農
政
局
な
ど
に
も
「
消
費
者
の
部
屋
」
が
設
け

ら
れ
、
各
県
に
あ
る
農
政
事
務
所
・
消
費
生
活

課
、
農
林
水
産
消
費
技
術
セ
ン
タ
ー
で
も
相
談

を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
相
談
件

数
は
、
最
近
で
は
年
間
一
万
五
〇
〇
〇
件
強
、

こ
の
う
ち
五
〇
〇
〇
件
ほ
ど
を
こ
こ
、
本
省
で

受
け
て
い
る
。
平
成
十
年
十
二
月
に
は
、「
子

ど
も
相
談
電
話
」
も
開
設
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
一
番
、
相
談
件
数
が
多
か
っ
た

の
は
平
成
六
年
。
大
凶
作
の
翌
年
で
、
米
輸
入

や
輸
入
米
の
食
べ
方
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
Ｏ
‐
１
５
７
、
乳
製
品

の
衛
生
管
理
の
不
備
に
よ
る
食
中
毒
発
生
事

件
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
と
す

ぐ
に
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
相
談
や
意
見
・
要
望
、

苦
情
の
電
話
が
増
え
る
。
最
近
は
、
食
品
表
示

に
関
す
る
相
談
が
一
番
多
い
。

農
林
水
産
省
の
機
関
だ
か
ら
農
業
、
農
政
や
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「『
ル
ー
ラ
ル
電
子
図
書
館
』
に
は
何
度
も
助

け
ら
れ
ま
し
た
。
今
度
、
新
し
く
『
食
品
加
工

総
覧
』
の
デ
ー
タ
が
格
納
さ
れ
て
、
ま
す
ま
す

頼
り
に
な
り
そ
う
で
す
」

こ
う
話
す
、
農
林
水
産
省
の
「
消
費
者
の
部

屋
」
の
相
談
員
、
関
幹
さ
ん
。
東
京
霞
が
関
で

の
「
私
の
情
報
活
用
」
を
取
材
し
た
。

相
談
件
数
は

年
間
一
万
五
〇
〇
〇
件
強

農
林
水
産
省
の
正
面
玄
関
か
ら
入
っ
て
左
手

に
少
し
行
く
と
、「
消
費
者
の
部
屋
」
と
い
う

看
板
が
か
か
っ
た
部
屋
が
あ
る
。

今
年
で
二
〇
周
年
。「
消
費
者
の
部
屋
」
は
、

農
林
水
産
業
や
食
品
産
業
、
農
林
水
産
行
政
、
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制
度
、
食
品
が
ら
み
の
事
件
に
関
す
る
相
談
が

多
い
の
は
当
然
だ
が
、
ほ
か
に
、
食
べ
も
の
に

つ
い
て
の
相
談
も
多
く
寄
せ
ら
れ
る
。

「
親
の
世
代
が
農
業
を
知
ら
な
い
時
代
に
な

り
、
い
ろ
ん
な
相
談
が
き
ま
す
。
農
業
を
含
め

た
食
育
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
と
感
じ
ま

す
」
と
今
年
四
月
か
ら
相
談
員
に
な
っ
た
関
さ

ん
、「
消
費
者
の
農
業
理
解
を
助
け
る
こ
と
で
、

農
家
に
も
役
だ
ち
た
い
」
と
、
あ
わ
た
だ
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
る
。

相
談
の
相
手
先
は
多
い
順
に
消
費
者
、
企
業

関
係
者
、
子
ど
も
、
そ
し
て
農
業
関
係
者
。
た

だ
し
、
農
家
か
ら
の
栽
培
技
術
に
つ
い
て
の
相

談
に
は
、
地
元
の
普
及
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ

せ
て
も
ら
う
よ
う
、
対
応
し
て
い
る
。

ス
ピ
ー
ド
が
肝
心
、

検
索
機
能
を
フ
ル
活
用

専
門
的
な
相
談
は
関
係
部
署
に
回
付
し
た

り
、
問
い
合
わ
せ
先
を
紹
介
し
た
り
す
る
が
、

基
本
的
に
は
相
談
員
が
直
接
調
べ
て
回
答
す

る
。
受
け
付
け
方
法
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
、
手
紙
、
そ
し
て
消
費
者
の
部
屋
へ
の

来
訪
や
農
政
局
な
ど
が
行
な
う
出
張
訪
問
時
の
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直
接
相
談
の
五
つ
。
電
話
が
一
番
多
い
が
、
い

ず
れ
に
し
ろ
、
相
談
へ
の
答
え
は
ス
ピ
ー
ド
が

肝
心
だ
。
電
話
な
ら
そ
の
場
で
答
え
た
り
、
す

ぐ
に
回
答
で
き
な
い
と
き
で
も
、
一
時
間
以
内

に
は
答
え
た
い
。
そ
ん
な
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対
応

に
頼
り
に
な
る
の
が
、
検
索
で
必
要
な
記
事
を

素
早
く
ひ
き
出
せ
る「
ル
ー
ラ
ル
電
子
図
書
館
」

な
の
で
あ
る
。
最
近
の
相
談
例
を
も
と
に
、
電

子
図
書
館
の
役
だ
ち
方
を
ま
と
め
て
み
た
。

■
西
洋
に
も
東
洋
ニ
ン
ジ
ン
？

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
に
描
か
れ
た
ニ
ン
ジ
ン

が
金
時
ニ
ン
ジ
ン
に
似
て
い
る
。
西
洋
に
も
東

洋
ニ
ン
ジ
ン
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
」

美
術
館
に
勤
め
て
い
る
人
か
ら
、
そ
ん
な
相

談
が
き
た
。「
ニ
ン
ジ
ン
」
＆
「
来
歴
」
で
検

索
す
る
と
「
農
業
技
術
大
系
」
の
「
野
菜
編
」

の
「
ニ
ン
ジ
ン
の
原
産
と
来
歴
」
の
項
に
は
、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
栽
培
種
と
し
て
は
一
二

〜
一
三
世
紀
こ
ろ
ア
ラ
ブ
か
ら
導
入
さ
れ
、

（
略
）
一
六
世
紀
に
入
っ
て
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
に
広
が
っ
た
。
当
時
は
紫
色
長
ニ
ン
ジ
ン
が

主
で
、
橙
黄
色
種
は
…
…
」
と
あ
る
。
こ
の
記

述
の
「
紫
色
長
ニ
ン
ジ
ン
」
が
、
金
時
ニ
ン
ジ

ン
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
ん
な
相
談
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

■
日
本
の
焼
畑
の
方
法
は
？

大
学
生
か
ら
、「
日
本
の
焼
畑
は
ど
の
よ
う

に
行
な
わ
れ
て
い
た
か
」、
と
い
う
相
談
が
き

た
。
卒
論
で
、
日
本
の
焼
畑
を
テ
ー
マ
に
し
て

い
る
と
い
う
。
大
学
生
は
「
調
べ
る
」
こ
と
そ

の
も
の
が
勉
強
だ
か
ら
、
学
生
の
相
談
に
は
、

参
考
に
な
り
そ
う
な
文
献
を
紹
介
し
、
図
書
館

で
調
べ
て
も
ら
う
よ
う
促
す
。
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「
ル
ー
ラ
ル
電
子
図
書
館
」
で
、「
焼
畑
」
を

検
索
す
る
と
五
九
件
の
記
事
が
で
て
く
る
。

「
春
焼
畑
に
は
、
初
年
に
ひ
え
、
二
年
目
に

小
豆
、三
年
目
に
と
う
き
び（
と
う
も
ろ
こ
し
）、

大
豆
を
つ
く
り
、
二
、
三
年
目
に
商
品
作
物
で

あ
る
み
つ
ま
た
の
苗
木
を
移
植
す
る
。
夏
焼
畑

に
は
そ
ば
を
播
き
、
そ
の
後
、
豆
類
や
と
う
き

び
、
あ
わ
な
ど
を
つ
く
る
が
、
夏
焼
畑
は
あ
ま

り
多
く
な
い
。
焼
畑
は
集
落
の
近
く
だ
け
で
な

く
、一
里
も
二
里
も
離
れ
た
と
こ
ろ
に
も
あ
り
、

農
繁
期
に
は
田
屋
（
山
小
屋
の
こ
と
）
に
泊
り

こ
む
者
も
あ
る
。
…
…
」（『
日
本
の
食
生
活
全

集
・
高
知
の
食
事
』
秘
境
・
寺
川
の
食
よ
り
）。

「
食
生
活
全
集
」
に
は
、
昭
和
初
期
の
焼
畑

の
よ
う
す
が
農
家
の
暮
ら
し
と
と
も
に
描
か
れ

て
い
る
。「
野
菜
編
」
に
は
、
伝
統
的
焼
畑
農

法
で
つ
く
ら
れ
る
山
形
の
温
海
カ
ブ
や
、
福
井

県
の
河
内
赤
カ
ブ
の
事
例
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
焼
畑
の
仕
組
み
が
詳
し
く
わ
か
る
。
そ
ん

な
こ
と
を
紹
介
し
な
が
ら
、
図
書
館
で
「
食
生

活
全
集
」
や
「
農
業
技
術
大
系
」
を
調
べ
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

■
家
畜
の
歴
史
、
戦
前
の
イ
ネ
の
面
積

「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
類
を
教
え
て
く
だ
さ

い
」、「
家
畜
の
来
歴
を
知
り
た
い
」
と
い
っ
た
、

基
礎
的
な
事
柄
を
め
ぐ
る
相
談
が
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
、
大
人
か
ら
も
時
々
く
る
。
そ
ん
な

時
も
や
は
り
、「
農
業
技
術
大
系
」
の
基
礎
編

の
記
事
が
役
だ
つ
。「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」
＆

「
分
類
」
で
検
索
す
る
と
、「
作
物
編
」
７
巻
・

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
「
植
物
と
し
て
の
分
類
、
類

縁
関
係
」
に
は
、
デ
ン
ト
種
、
ポ
ッ
プ
種
、
ス

イ
ー
ト
種
な
ど
の
種
類
が
で
て
く
る
。「
畜
産

編
」
第
１
巻
の
「
畜
産
の
歴
史
」
の
記
事
で
、

世
界
と
日
本
の
歴
史
が
わ
か
る
。

「
寒
い
北
海
道
や
青
森
で
は
、
い
つ
頃
か
ら
稲

作
が
始
ま
っ
た
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
子
ど
も
か
ら
の
相
談
も
あ
っ
た
。「
作
物

編
」
第
１
巻
・
イ
ネ
の
「
稲
作
技
術
史
」
に
は
、

江
戸
時
代
、
明
治
時
代
、
第
一
次
〜
第
二
次
大

戦
期
、
そ
し
て
戦
後
の
稲
作
技
術
に
つ
い
て
詳

し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

■
ニ
ガ
ウ
リ
の
食
べ
方
は
？
　

食
べ
も
の
に
つ
い
て
の
消
費
者
か
ら
の
相
談

も
多
い
。
最
近
、
ニ
ガ
ウ
リ
ブ
ー
ム
だ
が
「
ニ

ガ
ウ
リ
の
食
べ
方
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う

相
談
が
あ
っ
た
。「
ニ
ガ
ウ
リ
」
で
検
索
、「
食

生
活
全
集
」
で
は
、
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
な
ど

沖
縄
の
料
理
が
で
て
く
る
。「
食
品
加
工
総
覧
」

で
は
、
ニ
ガ
ウ
リ
の
特
性
と
と
も
に
、
ニ
ガ
ウ

リ
茶
な
ど
の
加
工
品
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
先
日
、
キ
ノ
ア
に
つ
い
て
の
相
談
が
き
て

『
加
工
総
覧
』
が
役
だ
ち
ま
し
た
。『
加
工
総
覧
』

に
は
マ
イ
ナ
ー
な
作
物
や
地
域
特
産
も
載
っ

て
、
そ
れ
に
各
素
材
の
健
康
・
機
能
性
が
網
羅

さ
れ
て
い
る
の
も
大
助
か
り
で
す
」と
関
さ
ん
。

今
、
消
費
者
は
珍
し
い
作
物
や
そ
の
健
康
効
果

に
関
心
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。

■
ス
テ
ー
キ
肉
が
変
色
し
て
い
る
？

不
安
か
ら
く
る
相
談
も
あ
る
。

「
和
牛
の
ス
テ
ー
キ
肉
を
切
っ
た
ら
外
は
赤
い

の
に
中
身
は
日
数
が
た
っ
た
よ
う
に
変
色
し
て

い
た
が
、
添
加
物
を
か
け
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」「

牛
肉
」
で
検
索
す
る
と
、「
畜
産
編
」
第

３
巻
・
肉
牛
「
牛
肉
の
変
色
抑
制
技
術
」
に
は

「
牛
肉
の
色
は
、
切
開
し
た
直
後
は
暗
い
赤
色

で
あ
る
が
、
三
〇
分
程
度
放
置
し
て
お
く
と
鮮
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や
か
な
赤
色
と
な
る
。（
略
）
牛
肉
の
色
お
よ

び
変
色
に
最
も
大
き
く
関
与
し
て
い
る
の
は
ミ

オ
グ
ロ
ビ
ン
で
あ
る
」
と
あ
る
。

消
費
者
の
部
屋
で
は
、「
牛
肉
を
部
分
肉
か

ら
精
肉
に
す
る
過
程
で
、
カ
ッ
ト
さ
れ
た
表
面

は
、
処
理
後
三
〇
分
位
で
や
や
沈
ん
だ
紅
色
か

ら
鮮
や
か
な
紅
色
に
変
色
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

筋
肉
色
素
（
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
）
が
空
気
中
の
酸

素
に
触
れ
て
起
こ
る
現
象
で
す
。
精
肉
の
中
身

が
暗
赤
色
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
空
気
に
触
れ

て
い
な
い
た
め
に
こ
の
現
象
が
起
こ
ら
な
か
っ

た
か
ら
で
す
」
と
回
答
し
て
い
る
。

■
今
年
の
ダ
イ
コ
ン
が
辛
い
の
は
？

「
今
年
の
ダ
イ
コ
ン
が
辛
い
の
は
な
ぜ
で
す

か
」
と
い
う
相
談
も
あ
っ
た
。
「
ダ
イ
コ

ン
」
＆
「
辛
味
成
分
」
で
で
て
き
た
「
野
菜
編
」

第
９
巻
・
ダ
イ
コ
ン
「
生
理
・
生
態
を
生
か
す

栽
培
の
基
本
」
に
は
「
春
ま
き
初
夏
ど
り
は
夏

ま
き
秋
ど
り
に
比
べ
て
辛
味
成
分
は
高
い
。
生

育
後
期
の
温
度
が
高
い
こ
と
が
関
係
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
あ
る
。

今
年
は
暑
か
っ
た
せ
い
も
あ
り
、
土
壌

が
乾
燥
し
た
た
め
辛
味
が
増
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

■
ニ
ガ
ウ
リ
の
実
が
黄
色
く
な
る
？

菜
園
を
楽
し
む
人
か
ら
の
相
談
も
あ

る
。

「
ゴ
ー
ヤ
を
栽
培
し
て
み
た
の
で
す
が
、

実
が
黄
色
く
な
り
ま
し
た
。
何
か
栽
培
方

法
に
間
違
い
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
し
ょ

う
か
」。「
野
菜
編
」
第
11
巻
・
特
産
野
菜

「
ニ
ガ
ウ
リ
（
ツ
ル
レ
イ
シ
）」
に
は
「
気

温
が
高
い
ほ
ど
果
実
内
部
か
ら
果
皮
ま
で
の
変

色
が
早
く
、
短
時
間
で
黄
色
に
変
化
す
る
。
過

熟
果
の
発
生
は
高
温
期
に
多
く
、
適
期
と
思
っ

て
収
穫
し
て
も
果
実
内
部
は
赤
色
で
、
消
費
者

に
渡
る
ま
で
に
は
熟
し
て
し
ま
う
」
と
書
い
て

あ
り
、
収
穫
適
期
が
過
ぎ
、
実
が
熟
し
て
い
る

の
が
、
一
つ
の
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

栽
培
に
関
す
る
相
談
に
答
え
る
の
は
難
し
い

が
、
な
に
か
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
、
関
さ
ん

は
関
係
し
そ
う
な
情
報
を
伝
え
て
い
る
。

◆
い
ま
、
農
業
や
食
べ
も
の
へ
の
関
心
は
大
変

高
ま
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
農
林
水
産
省
の

「
消
費
者
の
部
屋
」
の
話
だ
が
、
農
家
の
、
地

域
の
「
消
費
者
の
部
屋
」
が
あ
っ
て
い
い
。
農

家
な
ら
で
は
の
知
恵
や
経
験
、
そ
れ
と
「
ル
ー

ラ
ル
電
子
図
書
館
」
の
情
報
を
生
か
し
て
、
地

域
の
住
民
や
子
ど
も
た
ち
に
発
信
す
る
と
、
な

に
か
が
生
ま
れ
そ
う
で
あ
る
。

●
本
省
「
消
費
者
の
部
屋
」
の
相
談
は
、
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
午
前
十
時
〜
十
七
時
、
TEL
〇

三
―
三
五
九
一
―
六
五
二
九
　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
農
林
水
産
省
（http://w

w
w
.m
aff.

go.jp/

）
か
ら
入
れ
ま
す
。

現代農業2004.12

農業がおもしろくなる私の情報活用

書籍の閲覧もできる。農文協の『野菜園芸大百科』
や絵本『そだててあそぼう』の全60巻もおかれてい
る。子どもからの質問に『そだててあそぼう』が大
変役だっているという




